
－  85  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
二
号
）

　
二
〇
一
六
年
夏
に
行
わ
れ
た
聖
堂
発
掘
作
業
で
は
、南
側
廊（SA

）

よ
り
六
枚
、
身
廊
（N

ave

）
よ
り
一
枚
、
南
翼
廊
（ST
）
の
第
六

室
よ
り
二
枚
の
、
合
計
九
枚
の
貨
幣
が
、
ま
た
第
六
室
と
第
七
室

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
封
鉛
︵
２
︶

が
出
土
し
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら

の
内
容
を
報
告
し
、
若
干
の
技
術
的
検
討
を
行
う
︵
３
︶
。

（
一
）
貨
幣

①
銀
貨
（Siliqua

）、ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
治
世
（
三
七
五

―
三
九
二
年
）（
写
真1a, 1b

）

　　
　
　
　
写
真1a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真1b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
一
五
号
墓
（
南
側
廊
）

　
・
直
径
　
一
七
㎜

キ
ー
ワ
ー
ド

　
古
代
末
期
　
ビ
ザ
ン
ツ
　
ト
ロ
ス
　
貨
幣
　
封

調
査
報
告

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告（
二
〇
一
六
）　

　
―
出
土
貨
幣
及
び
封
鉛
に
つ
い
て

︵
１
︶

村
　
田
　
光
　
司
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）（
村
田
）

　
・
重
量
　
三
・
一
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
〇
度

　
・
造
幣
地
　
リ
ヨ
ン
、
ト
リ
ー
ア
な
い
し
ア
ク
ィ
レ
イ
ア

　
・
造
幣
年
　
三
七
八
―
三
八
三
年

表
面

　
右
を
向
き
、
冠
を
か
ぶ
り
、
な
ん
ら
か
の
衣
装
を
ま
と
う
皇
帝
の

胸
像
。
頭
部
左
上
に
「LEN
」
の
三
文
字
が
確
認
さ
れ
、
次
の
銘

文
の
一
部
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

[D
N

vA
]LEN

[TIN
IA

N
V

S
IV

N
P

FAV
G

]
[D

(om
inus) N

(oster) V
a]len[tinianus Iun(iores) 

P(ius) F(elix) Aug(ustus)]

「
我
ら
が
主
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運

な
る
年
少
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

裏
面

　
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
神
格
化
し
た
表
象
が
見
え

る
。
正
対
し
て
座
し
、
右
を
向
き
、
右
手
脇
に
小
塔
を
備
え
、
右
手

に
笏
を
持
つ
。
右
足
は
舳
先
の
上
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
周
縁
の
銘

文
は
か
す
れ
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
貨
幣
の
表
面
か
ら
見
て
左
縁
は
削
れ
て
お
り
、
右
側
は
三
日
月
状

に
腐
食
し
て
い
る
。
裏
面
の
意
匠
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
七
八
―

三
八
三
年
の
間
の
、
リ
ヨ
ン
と
ト
リ
ー
ア
、
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
産
の
も

の
に
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
事
例
に
照

ら
せ
ば
裏
面
の
銘
文
は
「CO

N
C

O
R

 - D
IA

 AVG
G

G

」、
つ
ま
り

「Concordia Aug(ustii)

」（
三
人
の
皇
帝
た
ち
の
調
和
）
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
︵
５
︶
。
こ
の
時
期
の
皇
帝
で
、表
面
に
見
え
る
「LEN

」

の
三
文
字
を
持
つ
人
物
は
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
の
み
で
あ

る
︵
６
︶

。
②
青
銅
貨
（A

E3

）、
三
六
四
―
三
七
五
年
（
写
真2a, 2b

）

　
　
　
　
　
写
真2a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真2b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
一
五
号
墓
（
南
側
廊
）

　
・
直
径
　
一
三
㎜

1 
 

調
査
報
告 

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）
―
―
出
土
貨
幣
及
び
封
に
つ
い

て1 

 

村
田
光
司 

 

キ
ー
ワ
ー
ド 

 

古
代
末
期 

ビ
ザ
ン
ツ 

ト
ロ
ス 

貨
幣 

封 

  

二
〇
一
六
年
夏
に
行
わ
れ
た
聖
堂
発
掘
作
業
で
は
、
南
側
廊
（SA

）
よ
り
六

枚
、
身
廊
（N

ave

）
よ
り
一
枚
、
南
翼
廊
（ST

）
の
第
六
室
よ
り
二
枚
の
、
合

計
九
枚
の
貨
幣
が
、
ま
た
第
六
室
と
第
七
室
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
封
鉛2

が

出
土
し
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
内
容
を
報
告
し
、
若
干
の
技
術
的
検
討
を
行

う3

。 

 

（
一
）
貨
幣

 

①
銀
貨
（Siliqua

）
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
治
世
（
三
七
五
―
三
九
二

年
）（
写
真1a, 1b

）

 

 
 
 
 
 

写
真1a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真1b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

南
側
廊
一
号
墓
（TSA

1

） 

 

・
直
径 

十
七
㎜ 

 

・
重
量 

三
・
一
ｇ 

 
・
型
打
ち
軸 

〇
度 

 

・
造
幣
地 

リ
ヨ
ン
、
ト
リ
ー
ア
な
い
し
ア
ク
ィ
レ
イ
ア 

 

・
造
幣
年 

三
七
八
―
三
八
三
年 

 

表
面 

 

右
を
向
き
、
冠
を
か
ぶ
り
、
な
ん
ら
か
の
衣
装
を
ま
と
う
皇
帝
の
胸
像
。
頭

部
左
上
に
「LEN

」
の
三
文
字
が
確
認
さ
れ
、
次
の
銘
文
の
一
部
で
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
。 

 
[D

N
VA]LΕN

[TIN
IAN

VSIVN
PFAVG

] 4 

（
４
）
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
二
号
）

　
・
重
量
　
一
・
九
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
一
八
〇
度

　
・
造
幣
地
　
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア

　
・
造
幣
年
　
三
六
四
―
三
七
五
年

表
面

　
右
を
向
き
、
真
珠
の
冠
を
か
ぶ
り
、
な
ん
ら
か
の
衣
装
を
ま
と
う

皇
帝
の
胸
像
。
銘
文
を
読
み
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

裏
面

　
右
を
向
い
て
前
進
し
、右
手
で
捕
虜
を
引
き
立
て
る
皇
帝
の
立
像
。

下
部
に
造
幣
地
記
号
「A

N
T .

」。
銘
文
は
読
み
取
れ
な
い
。

　
裏
面
か
ら
見
て
右
縁
に
大
き
な
削
れ
が
確
認
で
き
る
。
裏
面
下
部

に
見
え
る
造
幣
地
記
号
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
を
指
す
が
、
四
文
字
目

に
期
待
さ
れ
る
工
房
番
号
は
不
明
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
産
で

裏
面
に
こ
の
タ
イ
プ
の
意
匠
を
持
つ
の
は
、
三
六
四
―
三
七
五
年
の

青
銅
貨
（AE3

）
で
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
、
ウ
ァ
レ
ン

ス
、
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
三
皇
帝
の
い
ず
れ
か
の
も
の
で
あ
る
。
裏

面
の
銘
文
は
「G

LO
RIARO

 - M
AN

O
RVM

」
つ
ま
り
「G

loria 
rom

anorum

」（
ロ
ー
マ
人
の
栄
光
）
で
あ
り
、
皇
帝
は
左
手
に
軍

旗
を
握
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︵
７
︶
。

③
青
銅
貨
（AE2

）、
三
八
三
―
三
八
八
年
（
写
真3a, 3b

）

　
　
　
　
　
写
真3a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真3b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
二
五
号
墓
（
南
側
廊
）

　
・
直
径
　
一
五
―
一
八
㎜

　
・
重
量
　
一
・
六
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
〇
度

　
・
造
幣
地
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

　
・
造
幣
年
　
三
八
三
―
三
八
八
年

表
面

　
右
を
向
き
、
真
珠
の
冠
を
か
ぶ
り
、
衣
装
を
ま
と
う
皇
帝
の
胸
像
。

周
縁
の
銘
文
の
一
部
が
読
み
取
れ
る
。
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）（
村
田
）

[D
]N

[...?... ]? V
S

P
FAV

G
[D

(om
inus)] N

(oster) [...?...]us P(ius) F(elix) 
Aug(ustus)

「
我
ら
が
主
⋮
ス
、敬
虔
に
し
て
幸
運
な
る
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

裏
面

　
右
を
向
い
て
立
つ
皇
帝
。
右
手
に
旗
（labarum

）、
左
手
に
球

を
持
ち
、
左
足
（
？
）
を
捕
虜
の
上
に
乗
せ
て
い
る
。
下
部
に
造
幣

地
記
号
「[C

]O
N

S
[A

ま
た
はΔ

]
」。
周
囲
の
銘
文
の
一
部
が
読
み

取
れ
る
。

[V
IR

TV
S

□]X

□R
C

ITI
[Virtus E]xerciti

　「
軍
隊
の
勇
気
」

　
表
面
の
左
縁
は
削
れ
て
お
り
、銘
文
の
皇
帝
名
は
明
確
で
は
な
い
。

裏
面
の
意
匠
、
銘
文
、
造
幣
地
記
号
な
ど
か
ら
、
三
八
三
―
三
八
八

年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
造
幣
さ
れ
た
青
銅
貨
（AE2
）

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
、

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
、
マ
ク
シ
ム
ス
の
四
名
の

も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
貨
幣
と
ま
っ
た
く
同
一
と
思

わ
れ
る
類
例
は
見
あ
た
ら
な
い
︵
９
︶

。
表
面
の
銘
文
の
う
ち
、
皇
帝
の
頭

の
右
上
あ
た
り
、「V

S

」
の
直
前
に
「I

」「M

」
な
い
し
「N

」
の

右
部
分
と
思
わ
れ
る
垂
直
の
線
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
名
の
語

尾
は
「-IV

S

」「-M
V

S

」「-N
V

S

」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
従
っ
て

四
名
の
皇
帝
名
の
い
ず
れ
も
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、「
ア
ル
カ
デ
ィ

ウ
ス
」
と
「
マ
ク
シ
ム
ス
」
の
文
字
数
は
表
面
周
縁
の
ス
ペ
ー
ス
を

十
分
に
満
た
さ
な
い
。
従
っ
て
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
か

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
の
貨
幣
で
あ
る
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

④
銅
貨
（half follis

）、フ
ォ
カ
ス
治
世
（
六
〇
二
―
六
一
〇
年
）（
写

真4a, 4b

）

　
　
　
　
　
写
真4a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真4b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
身
廊
の
最
も
東
側
四
分
の
一
の
部
分
、
床
上
レ
ベ
ル

　
・
直
径
　
二
二
―
二
四
㎜

　
・
重
量
　
五
・
八
ｇ

4 
 

 
[D

]N
[... ?... ] ? 8 VSPFAVG

 

 
[D

(om
inus)] N

(oster) [...?...]us P(ius) F(elix) A
ug(ustus) 

 
「
我
ら
が
主
…
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な
る
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

右
を
向
い
て
立
つ
皇
帝
。
右
手
に
旗
（labarum

）
、
左
手
に
球
を
持
ち
、
左
足

（
？
）
を
捕
虜
の
上
に
乗
せ
て
い
る
。
下
部
に
造
幣
地
記
号
「[C ]O

N
S [A

ま
た

はΔ ]

」
。
周
囲
の
銘
文
の
一
部
が
読
み
取
れ
る
。 

 
[VIRTVSΕ]XΕRCITI  

 
[Virtus E]xerciti 

 

「
軍
隊
の
勇
気
」 

  

表
面
の
左
縁
は
削
れ
て
お
り
、
銘
文
の
皇
帝
名
は
明
確
で
は
な
い
。
裏
面
の

意
匠
、
銘
文
、
造
幣
地
記
号
な
ど
か
ら
、
三
八
三
―
三
八
八
年
に
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
造
幣
さ
れ
た
青
銅
貨
（A

E2

）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
タ
イ

プ
は
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ

ス
、
マ
ク
シ
ム
ス
の
四
名
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
貨
幣
と
ま

っ
た
く
同
一
と
思
わ
れ
る
類
例
は
見
あ
た
ら
な
い9

。
表
面
の
銘
文
の
う
ち
、
皇

帝
の
頭
の
右
上
あ
た
り
に
「I

」「M

」
な
い
し
「N

」
の
右
部
分
と
思
わ
れ
る
垂

直
の
線
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
名
の
語
尾
は
「-IV

S

」
「-M

V
S

」
「-N

V
S

」

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
従
っ
て
四
名
の
皇
帝
名
の
い
ず
れ
も
可
能
性
が
あ
る
も

の
の
、「
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
」
と
「
マ
ク
シ
ム
ス
」
の
文
字
数
は
表
面
周
縁
の
ス

ペ
ー
ス
を
十
分
に
満
た
さ
な
い
。
従
っ
て
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
か

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
の
貨
幣
で
あ
る
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

④
銅
貨
（half follis

）、
フ
ォ
カ
ス
治
世
（
六
〇
二
―
六
一
〇
年
）（
写
真4a, 4b

） 

 
 
 
 
 

写
真4a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真4b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

身
廊
の
最
も
東
側
四
分
の
一
の
部
分
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
二
二
㎜ 

 
・
重
量 

五
・
八
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

〇
度 

 

・
造
幣
地 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル 

 

・
造
幣
年 
六
〇
三
―
六
一
〇
年 

 

4 
 

 
[D

]N
[... ?... ] ? 8 VSPFAVG

 

 
[D

(om
inus)] N

(oster) [...?...]us P(ius) F(elix) A
ug(ustus) 

 
「
我
ら
が
主
…
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な
る
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

右
を
向
い
て
立
つ
皇
帝
。
右
手
に
旗
（labarum

）
、
左
手
に
球
を
持
ち
、
左
足

（
？
）
を
捕
虜
の
上
に
乗
せ
て
い
る
。
下
部
に
造
幣
地
記
号
「[C ]O

N
S [A

ま
た

はΔ ]

」
。
周
囲
の
銘
文
の
一
部
が
読
み
取
れ
る
。 

 
[VIRTVSΕ]XΕRCITI  

 
[Virtus E]xerciti 

 

「
軍
隊
の
勇
気
」 

  

表
面
の
左
縁
は
削
れ
て
お
り
、
銘
文
の
皇
帝
名
は
明
確
で
は
な
い
。
裏
面
の

意
匠
、
銘
文
、
造
幣
地
記
号
な
ど
か
ら
、
三
八
三
―
三
八
八
年
に
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
造
幣
さ
れ
た
青
銅
貨
（A

E2

）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
タ
イ

プ
は
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ

ス
、
マ
ク
シ
ム
ス
の
四
名
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
貨
幣
と
ま

っ
た
く
同
一
と
思
わ
れ
る
類
例
は
見
あ
た
ら
な
い9

。
表
面
の
銘
文
の
う
ち
、
皇

帝
の
頭
の
右
上
あ
た
り
に
「I

」「M

」
な
い
し
「N

」
の
右
部
分
と
思
わ
れ
る
垂

直
の
線
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
名
の
語
尾
は
「-IV

S

」
「-M

V
S

」
「-N

V
S

」

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
従
っ
て
四
名
の
皇
帝
名
の
い
ず
れ
も
可
能
性
が
あ
る
も

の
の
、「
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
」
と
「
マ
ク
シ
ム
ス
」
の
文
字
数
は
表
面
周
縁
の
ス

ペ
ー
ス
を
十
分
に
満
た
さ
な
い
。
従
っ
て
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
二
世
か

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
の
貨
幣
で
あ
る
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

④
銅
貨
（half follis

）、
フ
ォ
カ
ス
治
世
（
六
〇
二
―
六
一
〇
年
）（
写
真4a, 4b

） 

 
 
 
 
 

写
真4a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真4b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

身
廊
の
最
も
東
側
四
分
の
一
の
部
分
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
二
二
㎜ 

 
・
重
量 

五
・
八
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

〇
度 

 

・
造
幣
地 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル 

 

・
造
幣
年 
六
〇
三
―
六
一
〇
年 

 

（
８
）
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
二
号
）

　
・
型
打
ち
軸
　
〇
度

　
・
造
幣
地
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

　
・
造
幣
年
　
六
〇
三
―
六
一
〇
年

表
面

　
正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
執
政
官
の
ロ
ー
ブ
を
ま
と
い
、（
十

字
の
つ
い
た
）
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
右
手
に
布
（m

appa

）
を
、

左
手
に
十
字
架
を
握
っ
て
い
る
。
銘
文
は
次
の
通
り
。

D
N

FO
[C

□S
 P

E
R

]P
□V

C
D

(om
in

u
s) N

(oster) F
o[cas P

er]p(etu
u

s) 
Aug(ustus)

「
我
ら
が
主
フ
ォ
カ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

裏
面

　
中
央
に「
二
〇（
ヌ
ム
ス
）」を
示
す「XX

」。上
部
中
央
に
星
の
マ
ー

ク
。
下
部
に
造
幣
地
記
号
「[C

]O
N

□
」。

　
皇
帝
フ
ォ
カ
ス
治
世
の
二
〇
ヌ
ム
ス
銅
貨
、
い
わ
ゆ
る
半
フ
ォ
リ

ス
貨
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
リ
ア
ー
ス
ン
の
分
類
に
よ
れ
ば
、

こ
の
貨
幣
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
で
六
〇
三
―

六
一
〇
年
に
造
幣
さ
れ
た
「Class 2(b)

」
に
相
当
す
る︶
₁₀
︵

。

⑤
青
銅
貨
（AE3

）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
治
世
（
三
三
七

―
三
六
一
年
）（
写
真5a, 5b

）

　
　
　
　
　
写
真5a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真5b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
第
六
室

　
・
直
径
　
一
七
㎜

　
・
重
量
　
一
・
九
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
一
八
〇
度

　
・
造
幣
地
　
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア

　
・
造
幣
年
　
三
五
五
―
三
六
一
年

表
面

　
冠
を
か
ぶ
り
衣
装
を
ま
と
い
、
右
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
周
縁

に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。

5 
 

表
面 

 

正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
執
政
官
の
ロ
ー
ブ
を
ま
と
い
、（
十
字
の
つ
い

た
）
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
右
手
に
布
（m

appa

）
を
、
左
手
に
十
字
架
を
握
っ

て
い
る
。
銘
文
は
次
の
通
り
。 

 
D

N
FO

[CΑS PER]PΑVC 
 

D
(om

inus) N
(oster) Fo[cas Per]p(etuus) A

ug(ustus) 
 

「
我
ら
が
主
フ
ォ
カ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

中
央
に
「
二
〇
（
ヌ
ム
ス
）
」
を
示
す
「X

X

」
。
上
部
中
央
に
星
の
マ
ー
ク
。

下
部
に
造
幣
地
記
号
「[C]O

N
Α

」
。 

  

皇
帝
フ
ォ
カ
ス
治
世
の
二
〇
ヌ
ム
ス
銅
貨
、
い
わ
ゆ
る
半
フ
ォ
リ
ス
貨
で
あ

る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
リ
ア
ー
ス
ン
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
こ
の
貨
幣
は
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
で
六
〇
三
―
六
一
〇
年
に
造
幣
さ
れ
た

「C
lass 2 (b)

」
に
相
当
す
る10

。 

  

⑤
青
銅
貨
（A

E
3

）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
治
世
（
三
三
七
―
三
六
一
年
）

（
写
真5a, 5b

）

 

 
 
 
 
 

写
真5a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真5b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室 

 

・
直
径 

一
七
㎜ 

 

・
重
量 

一
・
九
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

一
八
〇
度 

 
・
造
幣
地 

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア 

 
・
造
幣
年 

三
五
五
―
三
六
一
年 

 

表
面 

 

冠
を
か
ぶ
り
衣
装
を
ま
と
い
、
右
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
周
縁
に
次
の
銘

文
が
見
え
る
。 

 
D

Ṇ
CO

N
STAN

 [TIVSPFAVG
] 

 
D

(om
inus) N

(oster) C
onstan[tius P(ius) F(elix) A

ug(ustus)] 

5 
 

表
面 

 

正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
執
政
官
の
ロ
ー
ブ
を
ま
と
い
、（
十
字
の
つ
い

た
）
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
右
手
に
布
（m

appa

）
を
、
左
手
に
十
字
架
を
握
っ

て
い
る
。
銘
文
は
次
の
通
り
。 

 
D

N
FO

[CΑS PER]PΑVC 
 

D
(om

inus) N
(oster) Fo[cas Per]p(etuus) A

ug(ustus) 
 

「
我
ら
が
主
フ
ォ
カ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

中
央
に
「
二
〇
（
ヌ
ム
ス
）
」
を
示
す
「X

X
」
。
上
部
中
央
に
星
の
マ
ー
ク
。

下
部
に
造
幣
地
記
号
「[C]O

N
Α

」
。 

  

皇
帝
フ
ォ
カ
ス
治
世
の
二
〇
ヌ
ム
ス
銅
貨
、
い
わ
ゆ
る
半
フ
ォ
リ
ス
貨
で
あ

る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
リ
ア
ー
ス
ン
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
こ
の
貨
幣
は
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
で
六
〇
三
―
六
一
〇
年
に
造
幣
さ
れ
た

「C
lass 2 (b)

」
に
相
当
す
る10

。 

  

⑤
青
銅
貨
（A

E
3

）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
治
世
（
三
三
七
―
三
六
一
年
）

（
写
真5a, 5b

）

 

 
 
 
 
 

写
真5a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真5b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室 

 

・
直
径 

一
七
㎜ 

 

・
重
量 

一
・
九
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

一
八
〇
度 

 

・
造
幣
地 

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア 

 

・
造
幣
年 

三
五
五
―
三
六
一
年 

 
表
面 

 

冠
を
か
ぶ
り
衣
装
を
ま
と
い
、
右
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
周
縁
に
次
の
銘

文
が
見
え
る
。 

 
D

Ṇ
CO

N
STAN

 [TIVSPFAVG
] 

 
D

(om
inus) N

(oster) C
onstan[tius P(ius) F(elix) A

ug(ustus)] 
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）（
村
田
）

D
Ṇ

 C
O

N
S

TA
N

 [TIV
S

P
FAV

G
]

D
(om

inus) N
(oster) C

onstan[tius P(ius) F(elix) 
Aug(ustus)]

「
我
ら
が
主
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な

る
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

裏
面

　
上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手

は
槍
を
も
っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
兵
士
の

ほ
う
を
向
い
て
仰
け
反
る
騎
手
と
、
そ
の
下
に
馬
が
見
え
る
。
右
下

に
は
盾
が
落
ち
て
い
る
。

　
槍
の
左
側
に
「M

」
の
記
号
、下
縁
に
造
幣
地
記
号
「A

N
A

I

」（
ア

ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
第
一
一
工
房
）、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。

F

□LT

□M
P R

□P�A�R
A

[TIO
]

Fel(ix) Tem
p(orum

) Repara[tio]
 

「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建︶
₁₁
︵

」

　
三
五
五
年
か
ら
三
六
一
年
の
あ
い
だ
に
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
第

一
一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨

（AE3

）
で
あ
る︶
₁₂
︵

。

⑥
青
銅
貨
（
？
）（
写
真6a, 6b

）

　
　
　
　
　
写
真6a

　
一
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真6b

　
反
面

　
・
出
土
場
所
　
第
六
室

　
・
直
径
　
十
二
―
一
五
㎜

　
・
重
量
　
一
・
〇
ｇ
（
半
欠
け
）

　
・
型
打
ち
軸
　
不
明

　
・
造
幣
地
　
不
明

　
・
造
幣
年
　
不
明

　
半
欠
け
で
、
両
面
と
も
に
判
読
不
能
で
あ
る
。

5 
 

表
面 

 
正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
執
政
官
の
ロ
ー
ブ
を
ま
と
い
、（
十
字
の
つ
い

た
）
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
右
手
に
布
（m

appa

）
を
、
左
手
に
十
字
架
を
握
っ

て
い
る
。
銘
文
は
次
の
通
り
。 

 
D

N
FO

[CΑS PER]PΑVC 
 

D
(om

inus) N
(oster) Fo[cas Per]p(etuus) A

ug(ustus) 
 

「
我
ら
が
主
フ
ォ
カ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

中
央
に
「
二
〇
（
ヌ
ム
ス
）
」
を
示
す
「X

X

」
。
上
部
中
央
に
星
の
マ
ー
ク
。

下
部
に
造
幣
地
記
号
「[C]O

N
Α

」
。 

  

皇
帝
フ
ォ
カ
ス
治
世
の
二
〇
ヌ
ム
ス
銅
貨
、
い
わ
ゆ
る
半
フ
ォ
リ
ス
貨
で
あ

る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
リ
ア
ー
ス
ン
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
こ
の
貨
幣
は
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
で
六
〇
三
―
六
一
〇
年
に
造
幣
さ
れ
た

「C
lass 2 (b)

」
に
相
当
す
る10

。 

  

⑤
青
銅
貨
（A

E
3

）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
治
世
（
三
三
七
―
三
六
一
年
）

（
写
真5a, 5b

）
 

 
 
 
 
 

写
真5a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真5b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室 

 

・
直
径 

一
七
㎜ 

 

・
重
量 

一
・
九
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

一
八
〇
度 

 

・
造
幣
地 

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア 

 

・
造
幣
年 

三
五
五
―
三
六
一
年 

 

表
面 

 

冠
を
か
ぶ
り
衣
装
を
ま
と
い
、
右
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
周
縁
に
次
の
銘

文
が
見
え
る
。 

 
D

Ṇ
CO

N
STAN

 [TIVSPFAVG
] 

 
D

(om
inus) N

(oster) C
onstan[tius P(ius) F(elix) A

ug(ustus)] 

6 
 

 
「
我
ら
が
主
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な
る
ア
ウ

 
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
兵
士
の
ほ
う
を
向
い
て
仰
け

反
る
騎
手
と
、
そ
の
下
に
馬
が
見
え
る
。
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い
る
。 

 

槍
の
左
側
に
「M

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「AN

AI

」（
ア
ン
テ
ィ
オ

キ
ア
の
第
十
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 

 
FΕ̣LTΕM

P RΕ̣P̣AṚA[TIO
] 

 
Fel(ix) Tem

p(orum
) R

epara[tio] 

 

「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」11 

  

三
五
五
年
か
ら
三
六
一
年
に
か
け
て
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
第
十
一
工
房
で
製

造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E3

）
で
あ
る12
。 

 

⑥
青
銅
貨
（
？
）（
写
真6a, 6b

）

 

 
 
 
 
 

写
真6a 

一
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真6b 

反
面

   

・
出
土
場
所 

第
六
室 

 

・
直
径 

縦
一
五
㎜
、
横
十
二
㎜ 

 

・
重
量 

一
・
〇
ｇ
（
半
欠
け
） 

 

・
型
打
ち
軸 

不
明 

 

・
造
幣
地 

不
明 

 

・
造
幣
年 

不
明 

  
半
欠
け
で
、
両
面
と
も
に
判
読
不
能
で
あ
る
。 

  

⑦
銅
貨
（Tetarteron

）、
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
治
世
（
一
〇
八
一
―
一
一
一
八
年
）

（
写
真7a, 7b
）
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
二
号
）

⑦
銅
貨
（Tetarteron

）、
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
治
世
（
一
〇
八
一

　
―
一
一
一
八
年
）（
写
真7a, 7b

）

　
　
　
　
　
写
真7a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真7b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
南
側
廊
の
東
側

　
・
直
径
　
二
一
―
二
二
㎜

　
・
重
量
　
一
・
九
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
〇
度

　
・
造
幣
地
　
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ

　
・
造
幣
年
　
一
〇
九
二
／
三
―
一
一
一
八
年

表
面

　
装
飾
さ
れ
た
正
十
字
が
、
二
つ
の
段
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。
左
腕

の
先
端
に
大
き
な
球
が
一
つ
と
小
さ
な
球
が
二
つ
ず
つ
見
え
る
。
十

字
で
分
か
た
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
「C

」（
左
上
）、「
ア
ル
フ
ァ
」
の

下
半
分
「M

」（
左
下
）
が
確
認
で
き
る
。

裏
面

　
正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
装
飾
さ
れ
た
衣
装
（loros

）
の

一
部
と
、
球
を
持
っ
た
左
手
が
判
別
で
き
る
。
顔
の
両
脇
に
あ
っ
た

と
思
し
き
銘
文
は
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
一
〇
九
二
／
三
年
に
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
幣
制
改
革
に
よ
っ
て

導
入
さ
れ
た
新
銅
貨
（
テ
タ
ル
テ
ロ
ン
銅
貨
）
で
あ
る
。
意
匠
か
ら

判
断
し
て
、
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
で
造
幣
さ
れ
た
も
の
の
一
種
で
あ
る︶
₁₃
︵

。

表
面
の
摩
耗
し
た
右
半
分
に
は
「Φ

」（
右
上
）
と
「Δ

」（
右
下
）
が
、

裏
面
に
は                           

の
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

可
読
部
分
と
併
せ
て
次
の
よ
う
に
な
る
。

Σ
(τα

ύ
ρ

ε) Φ
(ύ

λα
ττε) Α

(λέξιο
ν) Δ

(εσ
π

ότη
ν) 

τ□Κομνη(ν□).

「
十
字
架
よ
、
主
た
る
ア
レ
ク
シ
オ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
を
守

り
給
え
」

7 
 

 

 
 
 
 
 

写
真7a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真7b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

南
側
廊
の
東
側
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
一
㎜
、
横
二
二
㎜ 

 

・
重
量 

一
・
九
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

〇
度 

 

・
造
幣
地 

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ 

 

・
造
幣
年 

一
〇
九
二
／
三
―
一
一
一
八
年 

 

表
面 

 

装
飾
さ
れ
た
正
十
字
が
、
二
つ
の
段
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。
左
腕
の
先
端
に

大
き
な
球
が
一
つ
と
小
さ
な
球
が
二
つ
ず
つ
見
え
る
。
十
字
で
分
か
た
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
「C

」（
左
上
）、「
ア
ル
フ
ァ
」
の
下
半
分
「ΑΛ

」（
左
下
）
が
確
認
で

き
る
。 

 

裏
面 

 

正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
装
飾
さ
れ
た
衣
装
（loros

）
の
一
部
と
、
球

を
持
っ
た
左
手
が
判
別
で
き
る
。
顔
の
両
脇
に
あ
っ
た
と
思
し
き
銘
文
は
読
み

取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。 

  

一
〇
九
二
／
三
年
に
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
新
銅
貨
（
テ
タ
ル
テ
ロ
ン
銅
貨
）
で
あ
る
。
意
匠
か
ら
判
断
し
て
、
テ
ッ
サ

ロ
ニ
キ
で
造
幣
さ
れ
た
も
の
の
一
種
で
あ
る13

。
表
面
の
摩
耗
し
た
右
半
分
に
は

「Φ

」（
右
上
）
と
「Δ

」（
右
下
）
が
、
裏
面
に
は
「ΤΩ

Κ Ο
 Μ
Ν
Η

」
の
文
字
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
可
読
部
分
と
併
せ
て
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
Σ(ταύρε) Φ

(ύλαττε) Α
(λέξιον) Δ(εσπότην) τῷ

 Κ
ομνη(νῷ). 

 

「
十
字
架
よ
、
主
た
る
ア
レ
ク
シ
オ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
を
守
り
給
え
」 

  

⑧
青
銅
貨
（
？
）（
写
真8a, 8b

）

7 
 

 

 
 
 
 
 

写
真7a 

表
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写
真7b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

南
側
廊
の
東
側
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
一
㎜
、
横
二
二
㎜ 

 

・
重
量 

一
・
九
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

〇
度 

 

・
造
幣
地 

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ 

 

・
造
幣
年 

一
〇
九
二
／
三
―
一
一
一
八
年 

 

表
面 

 

装
飾
さ
れ
た
正
十
字
が
、
二
つ
の
段
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。
左
腕
の
先
端
に

大
き
な
球
が
一
つ
と
小
さ
な
球
が
二
つ
ず
つ
見
え
る
。
十
字
で
分
か
た
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
「C

」（
左
上
）、「
ア
ル
フ
ァ
」
の
下
半
分
「ΑΛ

」（
左
下
）
が
確
認
で

き
る
。 

 

裏
面 

 

正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
装
飾
さ
れ
た
衣
装
（loros

）
の
一
部
と
、
球

を
持
っ
た
左
手
が
判
別
で
き
る
。
顔
の
両
脇
に
あ
っ
た
と
思
し
き
銘
文
は
読
み

取
る
こ
と
が
出
来
な
い
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一
〇
九
二
／
三
年
に
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
新
銅
貨
（
テ
タ
ル
テ
ロ
ン
銅
貨
）
で
あ
る
。
意
匠
か
ら
判
断
し
て
、
テ
ッ
サ

ロ
ニ
キ
で
造
幣
さ
れ
た
も
の
の
一
種
で
あ
る13

。
表
面
の
摩
耗
し
た
右
半
分
に
は

「Φ

」（
右
上
）
と
「Δ

」（
右
下
）
が
、
裏
面
に
は
「ΤΩ

Κ Ο
 Μ
Ν
Η

」
の
文
字
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
可
読
部
分
と
併
せ
て
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
Σ(ταύρε) Φ

(ύλαττε) Α
(λέξιον) Δ(εσπότην) τῷ

 Κ
ομνη(νῷ). 

 

「
十
字
架
よ
、
主
た
る
ア
レ
ク
シ
オ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
を
守
り
給
え
」 

  

⑧
青
銅
貨
（
？
）（
写
真8a, 8b

）
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写
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裏
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・
出
土
場
所 

南
側
廊
の
東
側
床
上
レ
ベ
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・
直
径 

縦
二
一
㎜
、
横
二
二
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・
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量 
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・
九
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・
型
打
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軸 

〇
度 

 

・
造
幣
地 

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ 

 

・
造
幣
年 

一
〇
九
二
／
三
―
一
一
一
八
年 

 

表
面 

 

装
飾
さ
れ
た
正
十
字
が
、
二
つ
の
段
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。
左
腕
の
先
端
に

大
き
な
球
が
一
つ
と
小
さ
な
球
が
二
つ
ず
つ
見
え
る
。
十
字
で
分
か
た
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
「C

」（
左
上
）、「
ア
ル
フ
ァ
」
の
下
半
分
「ΑΛ

」（
左
下
）
が
確
認
で

き
る
。 

 

裏
面 

 

正
面
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
装
飾
さ
れ
た
衣
装
（loros

）
の
一
部
と
、
球

を
持
っ
た
左
手
が
判
別
で
き
る
。
顔
の
両
脇
に
あ
っ
た
と
思
し
き
銘
文
は
読
み

取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。 

  

一
〇
九
二
／
三
年
に
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
の
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
新
銅
貨
（
テ
タ
ル
テ
ロ
ン
銅
貨
）
で
あ
る
。
意
匠
か
ら
判
断
し
て
、
テ
ッ
サ

ロ
ニ
キ
で
造
幣
さ
れ
た
も
の
の
一
種
で
あ
る13

。
表
面
の
摩
耗
し
た
右
半
分
に
は

「Φ

」（
右
上
）
と
「Δ

」（
右
下
）
が
、
裏
面
に
は
「ΤΩ

Κ Ο
 Μ
Ν
Η

」
の
文
字
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
可
読
部
分
と
併
せ
て
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
Σ(ταύρε) Φ

(ύλαττε) Α
(λέξιον) Δ(εσπότην) τῷ

 Κ
ομνη(νῷ). 

 

「
十
字
架
よ
、
主
た
る
ア
レ
ク
シ
オ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
を
守
り
給
え
」 

  

⑧
青
銅
貨
（
？
）（
写
真8a, 8b

）



－  92  －－  93  －

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）（
村
田
）

⑧
青
銅
貨
（
？
）（
写
真8a, 8b

）

　
　
　
　
写
真8a

　
一
面
　
　
　
　
　
　
　
写
真8b

　
反
面

　
・
出
土
場
所
　
南
側
廊
の
中
央

　
・
直
径
　
一
二
㎜

　
・
重
量
　
〇
・
八
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
不
明

　
・
造
幣
地
　
不
明

　
・
造
幣
年
　
不
明

　
判
読
不
能
。

⑨
青
銅
貨
（AE2

）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
治
世
（
三
三
七

―
三
六
一
年
）（
写
真9a, 9b

）

　
　
　
　
　
写
真9a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
写
真9b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
南
側
廊
、
一
五
墓
周
辺

　
・
直
径
　
二
四
―
二
六
㎜

　
・
重
量
　
四
・
七
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
二
〇
度

　
・
造
幣
地
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

　
・
造
幣
年
　
三
四
八
―
三
五
一
年

表
面

　
冠
を
つ
け
衣
装
を
ま
と
い
、
右
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
周
縁
に

次
の
銘
文
が
見
え
る
。



－  92  －－  93  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
二
号
）

D
N

C
O

N
S

TA
N

 TIV
S

P
FAV

G
D

(om
inus) N

(oster) C
onstantius P(ius) F(elix) 

Aug(ustus)
「
我
ら
が
主
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な

る
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

裏
面

　
上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手

は
槍
を
も
っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、

そ
の
首
の
上
に
倒
れ
る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い

る
）、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い
る
。

　
槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、下
縁
に
造
幣
地
記
号
「C

O
N

S
A

＊
」

（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）、
周
縁
に
次
の
銘
文
が

見
え
る
。

FLTM
P

R
 PA

R
ATIO

Fel(ix) Tem
p(orum

) Reparatio
 

「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建︶
₁₄
︵

」

　
三
四
八
年
か
ら
三
五
一
年
の
あ
い
だ
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

ル
の
第
一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青

銅
貨
（AE2

）
で
あ
る︶
₁₅
︵

。

（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）

　　
　
写
真10a

　
表
面
　
　
　
　
　
　
　
写
真10b

　
裏
面

　
・
出
土
場
所
　
第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル

　
・
直
径
　
縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜

　
・
重
量
　
五
・
〇
ｇ

表
面

 
 裏

面
 . 

8 
 

 
 

 
 
 
 

写
真8a 

一
面 

 
 
 
 
 
 

写
真8b 

反
面

  

・
出
土
場
所 

南
側
廊
の
中
央
、
床
下
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

一
二
㎜ 

 

・
重
量 

〇
・
八
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

不
明 

 

・
造
幣
地 

不
明 

 

・
造
幣
年 

不
明 

  

判
読
不
能
。 

  

⑨
青
銅
貨
（A

E
2

）、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
治
世
（
三
三
七
―
三
六
一
年
）

（
写
真9a, 9b

）
 

 
 
 
 
 

写
真9a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 

写
真9b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

南
側
廊
の
西
側
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
六
㎜
、
横
二
四
㎜ 

 

・
重
量 

四
・
七
ｇ 

 

・
型
打
ち
軸 

二
〇
度 

 

・
造
幣
地 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル 

 

・
造
幣
年 

三
四
八
―
三
五
一
年 

 

表
面 

 

冠
を
つ
け
衣
装
を
ま
と
い
、
右
を
向
い
た
皇
帝
の
胸
像
。
周
縁
に
次
の
銘
文

が
見
え
る
。 

 
D

N
CO

N
STAN

 TIVSPFAVG
 

 
D

(om
inus) N

(oster) C
onstantius P(ius) F(elix) A

ug(ustus) 
 

「
我
ら
が
主
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な
る
ア
ウ

9 
 

 
グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 

 
FΕLTΕM

PRΕ PARATIO
 

 
Fel(ix) Tem

p(orum
) R

eparatio 

 

「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」14 

  

三
四
八
年
に
導
入
さ
れ
、
三
五
一
年
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第

一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2
）
で

あ
る15

。 

  

（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）

 

 
 
 
 

写
真10a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜ 

 

・
重
量 

五
・
〇
ｇ 

 
表
面 

 
. . . Β | . . . . Ω

Σ | . . . . N̅
Β⸊ | . . . . ϗ̣̀ 16E ̣| . . . . Υ | . . . .  

裏
面 

 

ϗˋ . . | Ο

ΤΝ
 . . | ΑΡΙ . . . . | Μ

ΑΤ . . . | ΥΒΕ . . . | Ο
ΤΟ

 . | 



 

  
[+Κ

(ύρι)ε] 
β[οήθ(ει) 

τ]ῷ 
σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
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槍
の
左
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に
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」
の
記
号
、
下
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に
造
幣
地
記
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「CO

N
SA

＊
」
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コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
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FΕLTΕM
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p(orum
) R

eparatio 

 

「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」14 

  

三
四
八
年
に
導
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、
三
五
一
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で
コ
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タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
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一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2
）
で

あ
る15
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）
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①
封
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写
真10a, 10b

）

 

 
 
 
 

写
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表
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真10b 

裏
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出
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場
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第
六
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床
上
レ
ベ
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直
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縦
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㎜
、
横
一
六
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重
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五
・
〇
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表
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Β⸊ | . . . . ϗ̣̀ 16E ̣| . . . . Υ | . . . .  

裏
面 

 

ϗˋ . . | Ο

ΤΝ
 . . | ΑΡΙ . . . . | Μ

ΑΤ . . . | ΥΒΕ . . . | Ο
ΤΟ

 . | 



 

  
[+Κ

(ύρι)ε] 
β[οήθ(ει) 

τ]ῷ 
σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 

 
FΕLTΕM

PRΕ PARATIO
 

 
Fel(ix) Tem

p(orum
) R

eparatio 

 

「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」14 

  

三
四
八
年
に
導
入
さ
れ
、
三
五
一
年
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第

一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2
）
で

あ
る15

。 

  

（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）

 

 
 
 
 

写
真10a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜ 

 

・
重
量 

五
・
〇
ｇ 

 

表
面 

 
. . . Β | . . . . Ω

Σ | . . . . N̅
Β⸊ | . . . . ϗ̣̀ 16E ̣| . . . . Υ | . . . .  

裏
面 

 

ϗˋ . . | Ο

ΤΝ
 . . | ΑΡΙ . . . . | Μ

ΑΤ . . . | ΥΒΕ . . . | Ο
ΤΟ

 . | 



 

  
[+Κ

(ύρι)ε] 
β[οήθ(ει) 

τ]ῷ 
σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 

 
FΕLTΕM

PRΕ PARATIO
 

 
Fel(ix) Tem

p(orum
) R
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「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」14 

  

三
四
八
年
に
導
入
さ
れ
、
三
五
一
年
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第

一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2

）
で

あ
る15
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（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）

 

 
 
 
 

写
真10a 
表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜ 

 

・
重
量 

五
・
〇
ｇ 

 

表
面 

 
. . . Β | . . . . Ω

Σ | . . . . N̅
Β⸊ | . . . . ϗ̣̀ 16E ̣| . . . . Υ | . . . .  
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(ύρι)ε] 
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σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 
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コ
ン
ス
タ
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ノ
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プ
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工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
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二
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青
銅
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E2
）
で

あ
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写
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写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
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上
レ
ベ
ル 

 

・
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径 

縦
二
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、
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) 
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β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 

 
FΕLTΕM

PRΕ PARATIO
 

 
Fel(ix) Tem

p(orum
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「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」14 

  

三
四
八
年
に
導
入
さ
れ
、
三
五
一
年
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第

一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2
）
で

あ
る15
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（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）
 

 
 
 
 

写
真10a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜ 

 

・
重
量 

五
・
〇
ｇ 

 

表
面 
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ΤΟ
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[+Κ

(ύρι)ε] 
β[οήθ(ει) 

τ]ῷ 
σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 

,

,
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 

裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 
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「
時
代
の
幸
福
な
る
再
建
」14 

  

三
四
八
年
に
導
入
さ
れ
、
三
五
一
年
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第

一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2
）
で

あ
る15

。 

  

（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）

 

 
 
 
 

写
真10a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜ 

 

・
重
量 

五
・
〇
ｇ 

 

表
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. . . Β | . . . . Ω

Σ | . . . . N̅
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裏
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ΤΝ
 . . | ΑΡΙ . . . . | Μ

ΑΤ . . . | ΥΒΕ . . . | Ο
ΤΟ

 . | 



 

  
[+Κ

(ύρι)ε] 
β[οήθ(ει) 

τ]ῷ 
σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 

（
16
）



－  94  －－  95  －

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）（
村
田
）

[πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[τ(ο) θε]μάτ[ο(ςοτο[ν]
「
主
よ
、
汝
の
僕
た
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
、
皇
帝
の

［
⋮
］、
そ
し
て
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
プ
ロ
ト
ノ

タ
リ
オ
ス
を
救
い
給
え
」

　
両
面
と
も
六
行
の
銘
文
で
構
成
さ
れ
、
裏
面
下
部
に
は
「ｰ

+
ｰ

」

の
飾
り
が
見
え
る
。
状
態
の
悪
さ
か
ら
、
表
面
の
復
元
案
は
限
定
的

な
も
の
に
留
ま
る
。
表
面
の
三
行
目
最
後
の

か
ら
表
面
最
後
の
文
字
ま
で
は
、
二
つ
の
爵
位
、
な
い
し
は
爵
位
と

役
職
が
一
つ
ず
つ
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
確
実
な

断
定
を
可
能
に
す
る
材
料
を
な
お
私
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い︶
₁₇
︵

。
一

方
で
裏
面
に
み
え
る
銘
文
か
ら
は
、
こ
の
封
鉛
が
二
〇
一
三
年
度
に

出
土
し
た
封
鉛
同
様
、
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
役
人
、
プ
ロ

ト
ノ
タ
リ
オ
ス
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る︶
₁₈
︵

。
こ
の
封
鉛
に
記

さ
れ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
は
、
二
〇
一
三
年
出
土
封
鉛
に
現
れ

る
同
じ
官
職
を
持
つ
人
物
と
同
名
で
あ
る
が
、
両
者
が
同
一
人
物
の

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
印
章
の
型
が
別
の
も
の
で
あ
る
上
、
よ

く
あ
る
名
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
即
断
は
で
き
な
い
。

　
使
用
さ
れ
て
い
る
字
形
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
一
〇
―
一
一
世
紀

の
も
の
。

②
封
鉛
　
未
使
用
（
写
真11a, 11b

）

　
　
　
写
真11a

　
一
面
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真11b

　
反
面

・
出
土
場
所
　
第
七
室

・
直
径
　
二
一
㎜

・
重
量
　
六
・
四
ｇ

　
印
章
を
打
刻
す
る
前
の
、
未
使
用
の
鉛
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
度

に
も
未
使
用
の
鉛
が
一
点
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
類
似
し
た
大

き
さ
と
重
量
で
あ
る︶
₁₉
︵

。
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グ
ス
ト
ゥ
ス
」 

 
裏
面 

 

上
方
に
、
左
を
向
い
た
兵
士
の
全
身
。
左
手
に
盾
を
持
ち
、
右
手
は
槍
を
も

っ
て
落
馬
し
た
騎
手
を
突
い
て
い
る
。
下
方
に
は
馬
と
、
そ
の
首
の
上
に
倒
れ

る
騎
手
が
お
り
（
顔
は
馬
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
）
、
右
下
に
は
盾
が
落
ち
て
い

る
。 

 

槍
の
左
側
に
「Γ

」
の
記
号
、
下
縁
に
造
幣
地
記
号
「CO

N
SA

＊
」
（
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
一
工
房
）
、
周
縁
に
次
の
銘
文
が
見
え
る
。 

 
FΕLTΕM

PRΕ PARATIO
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「
時
代
の
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福
な
る
再
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」14 
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四
八
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に
導
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れ
、
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五
一
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ま
で
コ
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テ
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ノ
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プ
ル
の
第

一
工
房
で
製
造
さ
れ
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
青
銅
貨
（A

E2

）
で

あ
る15
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（
二
）
封Seal

①
封
鉛
（
写
真10a, 10b

）

 

 
 
 
 

写
真10a 

表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

写
真10b 

裏
面

  

・
出
土
場
所 

第
六
室
、
床
上
レ
ベ
ル 

 

・
直
径 

縦
二
四
㎜
、
横
一
六
㎜ 

 

・
重
量 

五
・
〇
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面 
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ΤΝ
 . . | ΑΡΙ . . . . | Μ

ΑΤ . . . | ΥΒΕ . . . | Ο
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 . | 



 

  
[+Κ

(ύρι)ε] 
β[οήθ(ει) 

τ]ῷ 
σ[ῷ 

δ(ούλῳ
) 

Κ
ω]ν(σταντίνῳ) 

 
β(ασιλικῷ) [...] (καὶ) ε[...]υ[...] (καὶ) [πρ]οτ(ο)ν[οτ]άρι[ῳ τ(οῦ) 
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θε]μάτ[ο(ς) τ(ῶν) κ]υβε[ρρι]οτο[ν] 

 

「
主
よ
、
汝
の
僕
た
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
、
皇
帝
の
［
…
］
、
そ

 

し
て
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
プ
ロ
ト
ノ
タ
リ
オ
ス
を
救
い
給

 

え
」 

  
両
面
と
も
六
行
の
銘
文
で
構
成
さ
れ
、
裏
面
下
部
に
は
「




」
の
飾
り
が

見
え
る
。
状
態
の
悪
さ
か
ら
、
表
面
の
復
元
案
は
限
定
的
な
も
の
に
留
ま
る
。

表
面
の
三
行
目
最
後
の
「Β⸊

＝β(ασιλικῷ)

」
か
ら
表
面
最
後
の
文
字
ま
で
は
、

二
つ
の
爵
位
、
な
い
し
は
爵
位
と
役
職
が
一
つ
ず
つ
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
確
実
な
断
定
を
可
能
に
す
る
材
料
を
な
お
私
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い17

。
一
方
で
裏
面
に
み
え
る
銘
文
か
ら
は
、
こ
の
封
鉛
が
二
〇
一
三
年
度

に
出
土
し
た
封
鉛
同
様
、
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
役
人
、
プ
ロ
ト
ノ
タ

リ
オ
ス
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る18

。
こ
の
封
鉛
に
記
さ
れ
た
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ス
は
、
二
〇
一
三
年
出
土
封
鉛
に
現
れ
る
同
じ
官
職
を
持
つ
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と

同
名
で
あ
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が
、
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が
同
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の
も
の
で
あ
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か
ど
う
か
は
、
封
型
自
体

が
別
の
も
の
で
あ
る
上
、
よ
く
あ
る
名
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
即
断
は
で
き
な
い
。 

 

使
用
さ
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い
る
字
形
か
ら
判
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る
な
ら
ば
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一
一
世
紀
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も
の
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。
二
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四
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に
も
未
使

用
の
鉛
が
一
点
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
類
似
し
た
大
き
さ
と
重
量
で
あ
る19
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ス
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に
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て
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浦
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に
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け
る
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ア
西
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ぐ
っ
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ア
西
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座
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堂
を
め
ぐ
っ
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野
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古
代
地
中
海
の
聖
域
と
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勉
誠
出
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、
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一
七
年
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三
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〇
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頁
。
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る
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は
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A

quileia).

（
６
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だ
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貨
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の
パ
ラ
レ
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報
告
さ
れ
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。
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７
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の
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幣
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IC
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８
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９
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hittem

ore 
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ashington D

. C
., D

um
barton O

aks 
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ollection, 1968), pp. 167-168: no. 
37a. C

f. W
olfgang R

. H
ahn, M

oneta Im
perii B
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tabellarischer G
rundlage,  Teil II. V

on Justinus II. bis 
P

hocas (565-610), einschließlich der P
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H
eraclius-R

evolte und m
it N

achträgen zum
 1. B

and, 
( W

ien, 1975), S. 131: no. 65b.
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し
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「Fel(icium

) Tem
p(orum
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、
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の
両
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に
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合
分
け
し
た
上
で
、
表
面
後
半
の
読
み
に
つ

い
て
述
べ
て
お
き
た
い
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四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
が       
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合
、
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は      

を
表
す
た
め
、
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の
文
字
よ
り
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の
部
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に
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位
名
、
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ろ
の
部
分
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つ
爵
位
な
い
し
役
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が
来
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と
と
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。
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の
再
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f. Ibid., p. 37. 
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barton O
aks R

esearch Library and C
ollection, 1999, pp. 236-238: no. 40a. 

14 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

15 R
IC

 V
III, p. 454: no. 81. C

f. Ibid., p. 37. 
16 

な
い
し
は
「Ω

̅

」
。 

17 

表
面
四
行
目
に
読
ん
だ
文
字
「ϗ̣̀

」
は
、「Ω

̅

」
の
可
能
性
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の

両
者
に
場
合
分
け
し
た
上
で
、
表
面
後
半
の
読
み
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
が
「ϗ̣̀

」
の
場
合
、
こ
れ
は
「καὶ

」
を
表
す
た

め
、
こ
の
文
字
よ
り
前
の
部
分
に
爵
位
名
、
後
ろ
の
部
分
に
も
う
一
つ
爵
位
な
い
し

役
職
名
が
来
る
こ
と
と
な
る
。
三
行
目
最
後
の
「Β⸊

＝β(ασιλικῷ
)

」（
皇
帝
の
）
に

続
く
四
な
い
し
五
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
文
字
列
を
持
ち
、
な
お
か
つ

プ
ロ
ト
ノ
タ
リ
オ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
「
カ
ン
デ

ィ
ダ
ト
スκανδιδάτῳ
（[Κ´ΔΙΔ´]

）
」、「
マ
ン
ダ
ト
ルμανδάτωρι

（[Μ
ΑΝ

Δ´]

）
」、「
プ

                                        
 

ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
スπρωτοσπαθαρίῳ

（[ᾹΣΠ
ΑΘ

´]

）
」
、「
ス
パ
タ
リ
オ
スσπαθαρίῳ

（[ΣΠ
ΑΘ

´]

）
」、「
ス
ト
ラ
ト
ルστράτω

ρι

（[ΣΤΡΑΤ´]

）
」、「
ベ
ス
テ
ィ
ト
ルβεστήτορι

（[ΒΕΣΤ´]

）
」
な
ど
で
あ
る
（
各
々
の
括
弧
内
に
、
既
存
の
例
に
基
づ
く
復
元
の
一

案
を
示
し
た
）。
一
方
で
二
つ
目
の
爵
位
な
い
し
官
職
で
あ
る
が
、
「ε

」
か
ら
始
ま

り
四
、
五
文
字
空
け
て
「υ

」
を
含
む
文
字
列
を
構
成
し
う
る
名
前
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
既
存
の
事
例
に
お
い
て
多
く
確
認
さ
れ
る
も
の
に
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク

リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌἐπὶ τοῦ χρυσοτρικλίνου

（
例
え
ばΕ | [Π

ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ
Γ´Κ´]

）
」

が
あ
り
、
ま
た
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
クἐπὶ τοῦ μυστικοῦ

（
例
え
ばΕ | 

[Π
ΙΤΟΥΜ

]Υ | [ΣΤΙΚ´]

）
」
や
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ンἐπὶ τῶν χρυσοτελῶν

（Ε | [Π
ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ

Τ´Ρ´]

）
」
も
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
二
つ
の
爵
位
・
官
職
に
つ
い
て
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
て
き
た
が
、

前
者
の
う
ち
「
皇
帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」
は
後
者
の
三
つ
す
べ
て
と
の
組
み

合
わ
せ
が
他
の
封
鉛
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
皇
帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」

も
、
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
以
外
の
後
二
者
と
の
組
み
合
わ
せ
が
確

認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
既
存
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
可
能
性
が
あ
る
の
は
「
皇

帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ

ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
、
な
い
し
は
「
皇

帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・

ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
事
例
が
多
い
の
は
「
皇
帝
の

プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
」
で
あ
る
。

た
だ
、
我
々
に
未
知
の
爵
位
・
官
職
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。 

 

他
方
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
表
面
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
は
「Ω

̅

」
の
可

能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
「Ω

̅

」
は
何
か
の
省
略
形
（
の
一
部
）
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
つ
目
の
爵
位
の
語
尾
（
な
い
し
一
部
）
を
な
す
の
か
ど
う
か
判
然
と
せ

ず
、
な
に
か
し
ら
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

18 

村
田
光
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「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
三
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―
出
土
貨
幣
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封

緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
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七
四
―
二
（
二
〇
一
四
）、
一
五
八
―
一
六
七
頁
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一
六
〇

―
一
六
三
頁
を
参
照
。 

19 

未
使
用
鉛
に
つ
い
て
は
村
田
光
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「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
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二
〇
一
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）
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を
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リ
ヌ
」
で
あ
る
。

た
だ
、
我
々
に
未
知
の
爵
位
・
官
職
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。 

 

他
方
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
表
面
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
は
「Ω

̅

」
の
可

能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
「Ω

̅

」
は
何
か
の
省
略
形
（
の
一
部
）
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
つ
目
の
爵
位
の
語
尾
（
な
い
し
一
部
）
を
な
す
の
か
ど
う
か
判
然
と
せ

ず
、
な
に
か
し
ら
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

18 

村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
三
）
―
出
土
貨
幣
及
び
封

緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
』
七
四
―
二
（
二
〇
一
四
）、
一
五
八
―
一
六
七
頁
：
一
六
〇

―
一
六
三
頁
を
参
照
。 

19 

未
使
用
鉛
に
つ
い
て
は
村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
四
）

11 
 

                                        
 

と
社
会
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
、
三
三
九
―
四
〇
一
頁
。 

4 

あ
る
い
は
、
「[D

N
VA]LΕN

[TIN
IAN

VSPFAVG
]

」。 
5 R

IC
 IX

, p. 25: no. 55 (a) (siliqua, Trier); p. 29: no. 72 (A
E4, Trier); p. 47: no. 

24 (siliqua, Lyon); p. 99: no. 25 (siliqua, A
quileia). 

6 

た
だ
し
、R

IC

に
は
こ
の
貨
幣
の
パ
ラ
レ
ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。 

7 

こ
の
貨
幣
タ
イ
プ
の
絞
り
込
み
は
浦
野
教
授
に
よ
る
。
類
例
はR

IC
 IX

, p. 274: 
no. 10; p. 281: no. 35 (A

es III, A
ntiochia). 

8 

「I

」、
「M

」
、
「N

」
の
い
ず
れ
か
。 

9 R
IC

 IX
, p. 233: no. 83 (a) - (d). 

10 Philip G
rierson, Catalogue of the Byzantine C

oins in the D
um

barton O
aks 

C
ollection and in the W

hittem
ore Collection, vol. II, W

ashington D
. C

., 
D

um
barton O

aks R
esearch Library and C

ollection, 1968, pp. 167-168: no. 37a. 
C

f. W
olfgang R

. H
ahn, M

oneta Im
perii Byzantini: Rekonstruktion des 

Prägeaufbaues auf synoptisch-tabellarischer G
rundlage, Teil II. Von Justinus 

II. bis Phocas (565-610), einschließlich der Prägungen der H
eraclius-Revolte 

und m
it N

achträgen zum
 1. Band, W

ien, 1975, S. 131: no. 65b. 
11 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

12 R
IC

 V
III, p. 528: no. 190. C

f. Ibid., p. 37. 
13 M

ichael H
endy, C

atalogue of the Byzantine C
oins in the D

um
barton O

aks 
C

ollection and in the W
hittem

ore Collection, vol. IV, W
ashington D

. C
., 

D
um

barton O
aks R

esearch Library and C
ollection, 1999, pp. 236-238: no. 40a. 

14 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

15 R
IC

 V
III, p. 454: no. 81. C

f. Ibid., p. 37. 
16 

な
い
し
は
「Ω

̅

」
。 

17 
表
面
四
行
目
に
読
ん
だ
文
字
「ϗ̣̀

」
は
、「Ω

̅

」
の
可
能
性
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の

両
者
に
場
合
分
け
し
た
上
で
、
表
面
後
半
の
読
み
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
が
「ϗ̣̀

」
の
場
合
、
こ
れ
は
「καὶ

」
を
表
す
た

め
、
こ
の
文
字
よ
り
前
の
部
分
に
爵
位
名
、
後
ろ
の
部
分
に
も
う
一
つ
爵
位
な
い
し

役
職
名
が
来
る
こ
と
と
な
る
。
三
行
目
最
後
の
「Β⸊

＝β(ασιλικῷ
)

」（
皇
帝
の
）
に

続
く
四
な
い
し
五
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
文
字
列
を
持
ち
、
な
お
か
つ

プ
ロ
ト
ノ
タ
リ
オ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
「
カ
ン
デ

ィ
ダ
ト
スκανδιδάτῳ

（[Κ´ΔΙΔ´]

）
」、「
マ
ン
ダ
ト
ルμανδάτωρι

（[Μ
ΑΝ

Δ´]

）
」、「
プ

                                        
 

ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
スπρωτοσπαθαρίῳ

（[ᾹΣΠ
ΑΘ

´]

）
」
、「
ス
パ
タ
リ
オ
スσπαθαρίῳ

（[ΣΠ
ΑΘ

´]

）
」、「
ス
ト
ラ
ト
ルστράτω

ρι

（[ΣΤΡΑΤ´]

）
」、「
ベ
ス
テ
ィ
ト
ルβεστήτορι

（[ΒΕΣΤ´]

）
」
な
ど
で
あ
る
（
各
々
の
括
弧
内
に
、
既
存
の
例
に
基
づ
く
復
元
の
一

案
を
示
し
た
）。
一
方
で
二
つ
目
の
爵
位
な
い
し
官
職
で
あ
る
が
、
「ε

」
か
ら
始
ま

り
四
、
五
文
字
空
け
て
「υ

」
を
含
む
文
字
列
を
構
成
し
う
る
名
前
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
既
存
の
事
例
に
お
い
て
多
く
確
認
さ
れ
る
も
の
に
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク

リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌἐπὶ τοῦ χρυσοτρικλίνου

（
例
え
ばΕ | [Π

ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ
Γ´Κ´]

）
」

が
あ
り
、
ま
た
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
クἐπὶ τοῦ μυστικοῦ

（
例
え
ばΕ | 

[Π
ΙΤΟΥΜ

]Υ | [ΣΤΙΚ´]

）
」
や
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ンἐπὶ τῶν χρυσοτελῶν

（Ε | [Π
ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ

Τ´Ρ´]

）
」
も
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
二
つ
の
爵
位
・
官
職
に
つ
い
て
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
て
き
た
が
、

前
者
の
う
ち
「
皇
帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」
は
後
者
の
三
つ
す
べ
て
と
の
組
み

合
わ
せ
が
他
の
封
鉛
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
皇
帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」

も
、
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
以
外
の
後
二
者
と
の
組
み
合
わ
せ
が
確

認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
既
存
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
可
能
性
が
あ
る
の
は
「
皇

帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ

ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
、
な
い
し
は
「
皇

帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・

ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
事
例
が
多
い
の
は
「
皇
帝
の

プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
」
で
あ
る
。

た
だ
、
我
々
に
未
知
の
爵
位
・
官
職
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。 

 

他
方
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
表
面
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
は
「Ω

̅

」
の
可

能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
「Ω

̅

」
は
何
か
の
省
略
形
（
の
一
部
）
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
つ
目
の
爵
位
の
語
尾
（
な
い
し
一
部
）
を
な
す
の
か
ど
う
か
判
然
と
せ

ず
、
な
に
か
し
ら
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

18 

村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
三
）
―
出
土
貨
幣
及
び
封

緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
』
七
四
―
二
（
二
〇
一
四
）、
一
五
八
―
一
六
七
頁
：
一
六
〇

―
一
六
三
頁
を
参
照
。 

19 

未
使
用
鉛
に
つ
い
て
は
村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
四
）
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
六
）（
村
田
）

後
の

（
皇
帝
の
）
に
続
く
四
な
い
し
五
文
字
分

の
ス
ペ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
文
字
列
を
持
ち
、
な
お
か
つ
プ
ロ
ト

ノ
タ
リ
オ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば

「
カ
ン
デ
ィ
ダ
ト
ス 

」、「
マ
ン
ダ
ト
ル

」、
「
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス

 

」、「
ス
パ
タ
リ
オ
ス

」、「
ス
ト
ラ
ト
ル 

」、「
ベ
ス

テ
ィ
ト
ル 

」
な
ど
で
あ
る
（
各
々
の
括
弧

内
に
、
既
存
の
例
に
基
づ
く
復
元
の
一
案
を
示
し
た
）。
一
方
で
二
つ

目
の
爵
位
な
い
し
官
職
で
あ
る
が
、「ε

」
か
ら
始
ま
り
四
、五
文
字
空

け
て
「υ

」
を
含
む
文
字
列
を
構
成
し
う
る
名
前
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い
。
既
存
の
事
例
に
お
い
て
多
く
確
認
さ
れ
る
も
の
に
「
エ
ピ
・

ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ 

（
例

え
ば 

が
あ
り
、ま
た
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・

ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク 

（
例
え
ば

」
や
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン

」
も
可
能

性
が
あ
る
。

　
以
上
二
つ
の
爵
位
・
官
職
に
つ
い
て
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
列
挙

し
て
き
た
が
、
前
者
の
う
ち
「
皇
帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」
は

後
者
の
三
つ
す
べ
て
と
の
組
み
合
わ
せ
が
他
の
封
鉛
史
料
か
ら
確
認

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
皇
帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」
も
、「
エ
ピ
・
ト
ン
・

ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
以
外
の
後
二
者
と
の
組
み
合
わ
せ
が
確
認
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
既
存
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
可
能
性
が
あ
る
の

は
「
皇
帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ

ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・

ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」、
な
い
し
は
「
皇
帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ

ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」

と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
事
例
が
多
い
の
は
「
皇
帝
の
プ

ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
」

で
あ
る
。
た
だ
、
我
々
に
未
知
の
爵
位
・
官
職
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

　
他
方
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
表
面
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目

は

の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の

は
何
か
の
省

略
形
（
の
一
部
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
目
の
爵
位
の
語
尾
（
な

い
し
一
部
）
を
な
す
の
か
ど
う
か
判
然
と
せ
ず
、
な
に
か
し
ら
の
復

元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
18
）
村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
三
）

―
出
土
貨
幣
及
び
封
緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
』
七
四
―
二

（
二
〇
一
四
）、
一
五
八
―
一
六
七
頁
：
一
六
〇
―
一
六
三
頁
を
参
照
。

（
19
）
未
使
用
鉛
に
つ
い
て
は
村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報

告
（
二
〇
一
四
）
―
出
土
貨
幣
及
び
封
緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
』
七
五

―
二
（
二
〇
一
五
）、
三
四
六
―
三
五
五
頁
：
三
五
一
―
三
五
二
頁
を

参
照
。

〔
追
記
〕
本
稿
脱
稿
後
、
封
鉛
①
の
高
精
細
な
写
真
を
閲
覧
す
る
機
会
を

得
た
。
表
面
四
行
目
、
右
か
ら
二
番
目
は
明
確
に
「S

」
と
読
め
、
ま

た
五
行
目
の
「
Ｖ
」
の
直
前
に
「
Ｍ
」
の
右
端
と
思
し
き
垂
直
の
線
が

確
認
で
き
た
。
以
上
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
本
稿
註
一
七
で
提
示
し
た

読
み
の
可
能
性
の
う
ち
残
る
の
は
「
皇
帝
の
（
プ
ロ
ト
）
ス
パ
タ
リ
オ

ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
一

方
で
、
既
存
の
事
例
に
照
ら
せ
ば
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」

は
中
央
の
官
職
で
あ
り
、
地
方
の
役
人
が
こ
れ
を
兼
務
で
き
た
の
か
疑

問
で
あ
る
。
詳
し
く
は
近
刊
の
英
文
報
告
書
を
参
照
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）
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と
社
会
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
、
三
三
九
―
四
〇
一
頁
。 

4 

あ
る
い
は
、
「[D

N
VA]LΕN

[TIN
IAN

VSPFAVG
]

」。 
5 R

IC
 IX

, p. 25: no. 55 (a) (siliqua, Trier); p. 29: no. 72 (A
E4, Trier); p. 47: no. 

24 (siliqua, Lyon); p. 99: no. 25 (siliqua, A
quileia). 

6 

た
だ
し
、R

IC

に
は
こ
の
貨
幣
の
パ
ラ
レ
ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。 

7 

こ
の
貨
幣
タ
イ
プ
の
絞
り
込
み
は
浦
野
教
授
に
よ
る
。
類
例
はR

IC
 IX

, p. 274: 
no. 10; p. 281: no. 35 (A

es III, A
ntiochia). 

8 

「I

」、
「M

」
、
「N

」
の
い
ず
れ
か
。 

9 R
IC

 IX
, p. 233: no. 83 (a) - (d). 

10 Philip G
rierson, Catalogue of the Byzantine C

oins in the D
um

barton O
aks 

C
ollection and in the W

hittem
ore Collection, vol. II, W

ashington D
. C

., 
D

um
barton O

aks R
esearch Library and C

ollection, 1968, pp. 167-168: no. 37a. 
C

f. W
olfgang R

. H
ahn, M

oneta Im
perii Byzantini: Rekonstruktion des 

Prägeaufbaues auf synoptisch-tabellarischer G
rundlage, Teil II. Von Justinus 

II. bis Phocas (565-610), einschließlich der Prägungen der H
eraclius-Revolte 

und m
it N

achträgen zum
 1. Band, W

ien, 1975, S. 131: no. 65b. 
11 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

12 R
IC

 V
III, p. 528: no. 190. C

f. Ibid., p. 37. 
13 M

ichael H
endy, C

atalogue of the Byzantine C
oins in the D

um
barton O

aks 
C

ollection and in the W
hittem

ore Collection, vol. IV, W
ashington D

. C
., 

D
um

barton O
aks R

esearch Library and C
ollection, 1999, pp. 236-238: no. 40a. 

14 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

15 R
IC

 V
III, p. 454: no. 81. C
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（[ᾹΣΠ
ΑΘ

´]

）
」
、「
ス
パ
タ
リ
オ
スσπαθαρίῳ

（[ΣΠ
ΑΘ

´]
）
」、「
ス
ト
ラ
ト
ルστράτω

ρι

（[ΣΤΡΑΤ´]

）
」、「
ベ
ス
テ
ィ
ト
ルβεστήτορι

（[ΒΕΣΤ´]
）
」
な
ど
で
あ
る
（
各
々
の
括
弧
内
に
、
既
存
の
例
に
基
づ
く
復
元
の
一

案
を
示
し
た
）。
一
方
で
二
つ
目
の
爵
位
な
い
し
官
職
で
あ
る
が
、
「ε

」
か
ら
始
ま

り
四
、
五
文
字
空
け
て
「υ

」
を
含
む
文
字
列
を
構
成
し
う
る
名
前
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
既
存
の
事
例
に
お
い
て
多
く
確
認
さ
れ
る
も
の
に
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク

リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌἐπὶ τοῦ χρυσοτρικλίνου

（
例
え
ばΕ | [Π

ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ
Γ´Κ´]

）
」

が
あ
り
、
ま
た
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
クἐπὶ τοῦ μυστικοῦ

（
例
え
ばΕ | 

[Π
ΙΤΟΥΜ

]Υ | [ΣΤΙΚ´]

）
」
や
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ンἐπὶ τῶν χρυσοτελῶν

（Ε | [Π
ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ

Τ´Ρ´]

）
」
も
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
二
つ
の
爵
位
・
官
職
に
つ
い
て
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
て
き
た
が
、

前
者
の
う
ち
「
皇
帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」
は
後
者
の
三
つ
す
べ
て
と
の
組
み

合
わ
せ
が
他
の
封
鉛
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
皇
帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」

も
、
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
以
外
の
後
二
者
と
の
組
み
合
わ
せ
が
確

認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
既
存
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
可
能
性
が
あ
る
の
は
「
皇

帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ

ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
、
な
い
し
は
「
皇

帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・

ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
事
例
が
多
い
の
は
「
皇
帝
の

プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
」
で
あ
る
。

た
だ
、
我
々
に
未
知
の
爵
位
・
官
職
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。 

 

他
方
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
表
面
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
は
「Ω

̅

」
の
可

能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
「Ω

̅

」
は
何
か
の
省
略
形
（
の
一
部
）
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
つ
目
の
爵
位
の
語
尾
（
な
い
し
一
部
）
を
な
す
の
か
ど
う
か
判
然
と
せ

ず
、
な
に
か
し
ら
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

18 

村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
三
）
―
出
土
貨
幣
及
び
封

緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
』
七
四
―
二
（
二
〇
一
四
）、
一
五
八
―
一
六
七
頁
：
一
六
〇

―
一
六
三
頁
を
参
照
。 

19 

未
使
用
鉛
に
つ
い
て
は
村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
四
）

11 
 

                                        
 

と
社
会
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
、
三
三
九
―
四
〇
一
頁
。 

4 

あ
る
い
は
、
「[D

N
VA]LΕN

[TIN
IAN

VSPFAVG
]

」。 
5 R

IC
 IX

, p. 25: no. 55 (a) (siliqua, Trier); p. 29: no. 72 (A
E4, Trier); p. 47: no. 

24 (siliqua, Lyon); p. 99: no. 25 (siliqua, A
quileia). 

6 

た
だ
し
、R

IC

に
は
こ
の
貨
幣
の
パ
ラ
レ
ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。 

7 

こ
の
貨
幣
タ
イ
プ
の
絞
り
込
み
は
浦
野
教
授
に
よ
る
。
類
例
はR

IC
 IX

, p. 274: 
no. 10; p. 281: no. 35 (A

es III, A
ntiochia). 

8 

「I

」、
「M

」
、
「N

」
の
い
ず
れ
か
。 

9 R
IC

 IX
, p. 233: no. 83 (a) - (d). 

10 Philip G
rierson, Catalogue of the Byzantine C

oins in the D
um

barton O
aks 

C
ollection and in the W

hittem
ore Collection, vol. II, W

ashington D
. C

., 
D

um
barton O

aks R
esearch Library and C

ollection, 1968, pp. 167-168: no. 37a. 
C

f. W
olfgang R

. H
ahn, M

oneta Im
perii Byzantini: Rekonstruktion des 

Prägeaufbaues auf synoptisch-tabellarischer G
rundlage, Teil II. Von Justinus 

II. bis Phocas (565-610), einschließlich der Prägungen der H
eraclius-Revolte 

und m
it N

achträgen zum
 1. Band, W

ien, 1975, S. 131: no. 65b. 
11 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

12 R
IC

 V
III, p. 528: no. 190. C

f. Ibid., p. 37. 
13 M

ichael H
endy, C

atalogue of the Byzantine C
oins in the D

um
barton O

aks 
C

ollection and in the W
hittem

ore Collection, vol. IV, W
ashington D

. C
., 

D
um

barton O
aks R

esearch Library and C
ollection, 1999, pp. 236-238: no. 40a. 

14 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

15 R
IC

 V
III, p. 454: no. 81. C

f. Ibid., p. 37. 
16 

な
い
し
は
「Ω

̅

」
。 

17 

表
面
四
行
目
に
読
ん
だ
文
字
「ϗ̣̀

」
は
、「Ω

̅

」
の
可
能
性
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の

両
者
に
場
合
分
け
し
た
上
で
、
表
面
後
半
の
読
み
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
が
「ϗ̣̀

」
の
場
合
、
こ
れ
は
「καὶ

」
を
表
す
た

め
、
こ
の
文
字
よ
り
前
の
部
分
に
爵
位
名
、
後
ろ
の
部
分
に
も
う
一
つ
爵
位
な
い
し

役
職
名
が
来
る
こ
と
と
な
る
。
三
行
目
最
後
の
「Β⸊

＝β(ασιλικῷ
)

」（
皇
帝
の
）
に

続
く
四
な
い
し
五
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
文
字
列
を
持
ち
、
な
お
か
つ

プ
ロ
ト
ノ
タ
リ
オ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
「
カ
ン
デ

ィ
ダ
ト
スκανδιδάτῳ

（[Κ´ΔΙΔ´]

）
」、「
マ
ン
ダ
ト
ルμανδάτωρι

（[Μ
ΑΝ

Δ´]

）
」、「
プ

                                        
 

ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
スπρωτοσπαθαρίῳ

（[ᾹΣΠ
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な
に
か
し
ら
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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と
社
会
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
、
三
三
九
―
四
〇
一
頁
。 

4 

あ
る
い
は
、
「[D

N
VA]LΕN

[TIN
IAN

VSPFAVG
]

」。 
5 R

IC
 IX

, p. 25: no. 55 (a) (siliqua, Trier); p. 29: no. 72 (A
E4, Trier); p. 47: no. 

24 (siliqua, Lyon); p. 99: no. 25 (siliqua, A
quileia). 

6 

た
だ
し
、R

IC

に
は
こ
の
貨
幣
の
パ
ラ
レ
ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。 

7 

こ
の
貨
幣
タ
イ
プ
の
絞
り
込
み
は
浦
野
教
授
に
よ
る
。
類
例
はR

IC
 IX

, p. 274: 
no. 10; p. 281: no. 35 (A

es III, A
ntiochia). 

8 

「I

」、
「M

」
、
「N

」
の
い
ず
れ
か
。 

9 R
IC

 IX
, p. 233: no. 83 (a) - (d). 

10 Philip G
rierson, Catalogue of the Byzantine C

oins in the D
um

barton O
aks 

C
ollection and in the W

hittem
ore Collection, vol. II, W

ashington D
. C

., 
D

um
barton O

aks R
esearch Library and C

ollection, 1968, pp. 167-168: no. 37a. 
C

f. W
olfgang R

. H
ahn, M

oneta Im
perii Byzantini: Rekonstruktion des 

Prägeaufbaues auf synoptisch-tabellarischer G
rundlage, Teil II. Von Justinus 

II. bis Phocas (565-610), einschließlich der Prägungen der H
eraclius-Revolte 

und m
it N

achträgen zum
 1. Band, W

ien, 1975, S. 131: no. 65b. 
11 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

12 R
IC

 V
III, p. 528: no. 190. C

f. Ibid., p. 37. 
13 M

ichael H
endy, C

atalogue of the Byzantine C
oins in the D

um
barton O

aks 
C

ollection and in the W
hittem

ore Collection, vol. IV, W
ashington D

. C
., 

D
um

barton O
aks R

esearch Library and C
ollection, 1999, pp. 236-238: no. 40a. 

14 

も
し
く
は
「Fel(icium

) Tem
p(orum

) R
eparatio

（
幸
福
な
時
代
の
再
建
）
」。 

15 R
IC

 V
III, p. 454: no. 81. C

f. Ibid., p. 37. 
16 

な
い
し
は
「Ω

̅

」
。 

17 

表
面
四
行
目
に
読
ん
だ
文
字
「ϗ̣̀

」
は
、「Ω

̅

」
の
可
能
性
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の

両
者
に
場
合
分
け
し
た
上
で
、
表
面
後
半
の
読
み
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
が
「ϗ̣̀

」
の
場
合
、
こ
れ
は
「καὶ

」
を
表
す
た

め
、
こ
の
文
字
よ
り
前
の
部
分
に
爵
位
名
、
後
ろ
の
部
分
に
も
う
一
つ
爵
位
な
い
し

役
職
名
が
来
る
こ
と
と
な
る
。
三
行
目
最
後
の
「Β⸊

＝β(ασιλικῷ
)

」（
皇
帝
の
）
に

続
く
四
な
い
し
五
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
文
字
列
を
持
ち
、
な
お
か
つ

プ
ロ
ト
ノ
タ
リ
オ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
「
カ
ン
デ

ィ
ダ
ト
スκανδιδάτῳ

（[Κ´ΔΙΔ´]

）
」、「
マ
ン
ダ
ト
ルμανδάτωρι

（[Μ
ΑΝ

Δ´]

）
」、「
プ

                                        
 

ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
スπρω

τοσπαθαρίῳ

（[ᾹΣΠ
ΑΘ

´]

）
」
、「
ス
パ
タ
リ
オ
スσπαθαρίῳ

（[ΣΠ
ΑΘ

´]

）
」、「
ス
ト
ラ
ト
ルστράτω

ρι

（[ΣΤΡΑΤ´]

）
」、「
ベ
ス
テ
ィ
ト
ルβεστήτορι

（[ΒΕΣΤ´]

）
」
な
ど
で
あ
る
（
各
々
の
括
弧
内
に
、
既
存
の
例
に
基
づ
く
復
元
の
一

案
を
示
し
た
）。
一
方
で
二
つ
目
の
爵
位
な
い
し
官
職
で
あ
る
が
、
「ε

」
か
ら
始
ま

り
四
、
五
文
字
空
け
て
「υ

」
を
含
む
文
字
列
を
構
成
し
う
る
名
前
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
既
存
の
事
例
に
お
い
て
多
く
確
認
さ
れ
る
も
の
に
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク

リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌἐπὶ τοῦ χρυσοτρικλίνου

（
例
え
ばΕ | [Π

ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ
Γ´Κ´]

）
」

が
あ
り
、
ま
た
「
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
クἐπὶ τοῦ μυστικοῦ

（
例
え
ばΕ | 

[Π
ΙΤΟΥΜ

]Υ | [ΣΤΙΚ´]

）
」
や
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ンἐπὶ τῶν χρυσοτελῶν

（Ε | [Π
ΙΤ´ΧΡ]Υ | [ΣΟ

Τ´Ρ´]

）
」
も
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
二
つ
の
爵
位
・
官
職
に
つ
い
て
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
て
き
た
が
、

前
者
の
う
ち
「
皇
帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」
は
後
者
の
三
つ
す
べ
て
と
の
組
み

合
わ
せ
が
他
の
封
鉛
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
皇
帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
」

も
、
「
エ
ピ
・
ト
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
以
外
の
後
二
者
と
の
組
み
合
わ
せ
が
確

認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
既
存
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
可
能
性
が
あ
る
の
は
「
皇

帝
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ

ピ
・
ト
ゥ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
テ
ロ
ン
」
、
な
い
し
は
「
皇

帝
の
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
／
エ
ピ
・
ト
ゥ
・

ミ
ュ
ス
テ
ィ
ク
」
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
事
例
が
多
い
の
は
「
皇
帝
の

プ
ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
お
よ
び
エ
ピ
・
ト
ゥ
・
ク
リ
ュ
ソ
ト
リ
ク
リ
ヌ
」
で
あ
る
。

た
だ
、
我
々
に
未
知
の
爵
位
・
官
職
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。 

 

他
方
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
表
面
四
行
目
の
右
か
ら
二
文
字
目
は
「Ω

̅

」
の
可

能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
「Ω

̅

」
は
何
か
の
省
略
形
（
の
一
部
）
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
つ
目
の
爵
位
の
語
尾
（
な
い
し
一
部
）
を
な
す
の
か
ど
う
か
判
然
と
せ

ず
、
な
に
か
し
ら
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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Tlos, Basilica Excavation Report, Tlos, 2016: Coins and Seals

MURATA, Koji

　　In this report we report nine coins and two seals found at the Ba-
silica at Tlos in 2016. 

Coins 
1. Valentinian II. Siliqua (Trier, Lyon, or Aquileia. Date struck: 378-

383)
2. Valentinian I, Valens, or Gratian, AE3 (Antiochia. Date struck: 364-

375)
 
3. Valentinianus II or Theodosius I, AE2 (Constantinople. Date struck: 

383-388)
 
4. Phocas, Half Follis (Constantinople. Date struck: 603-610)
 
5. Constantius II, AE3 (Antiochia. Date struck: 355-361)
6. Bronze Coin (?), chipped.
7. Alexios I, Copper Tetarteron (Thessaloniki. Date struck: 1092/3-1118)
8. Bronze Coin, worn.
9. Constantius II, AE2 (Constantinople. Date struck: 348-351)

Seals 
1. Lead Seal of Constantine, imperial [...] and protonotary of the 

Kibyrraiotai theme (10-11th C. ?)
2. Lead Blank
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